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6月定例会
　平成29年第2回定例会は、平成29年6月8日に開
会し、6月15日に閉会しました。平成29年度補正予
算2件、条例5件を全会一致で可決し、その他専決処
分事項を承認し、人事案件について同意しました。

　平成29年度一般会計予算は、33億9,400万円を増額し、総額を146億5,400万円としました。　
　主な内容は次のとおりです。

費　目 事業名 金　額 説明等

総　務　費

地域おこし協力隊事業 636万円
協力隊員4名分経費
（下名連石、菅、農産物ブランド化、鳥獣処
理加工施設）

地方創生事業 2,939万円
食農観光塾事業委託料（517万円）
地域しごと支援事業委託料（649万円）
山都塾コーディネート委託料（200万円）

熊本地震復興基金交付金事業 3億6,756万円

被災住宅復旧費用（143件）
農家の自力復旧支援（1,500件）
地域コミュニティ施設再建費用
（寺社44件、慰霊碑6件、公民館30件）

衛　生　費

母子保健事業 40万円 不妊治療費　5万円/1回　

環境衛生事業 948万円 地球温暖化対策実行計画策定委託料

塵芥処理事業 5,000万円
2,700万円

小峰クリーンセンター定期補修工事
千滝クリーンハウス定期補修工事

農林水産業費

農業振興事業 150万円
2,762万円

集落営農推進助成金
攻めの園芸生産対策事業補助金

林業振興事業 3,000万円
600万円

有害鳥獣捕獲隊助成金
有害獣被害防止対策補助金

鳥獣処理加工施設整備事業 1,200万円 管理委託料、施設整備費用

商　工　費
山の都づくり事業 100万円

46万円
宅地分譲予定地設計業務委託料
地域しごとセンター建物借り上げ料

商工振興事業 1,480万円 新町大造り物小屋建設事業費

土　木　費
熊本地震災害復旧事業 4,032万円 被災住宅応急修理費（70件）

社会資本整備総合事業 2億9,257万円 町道整備

教　育　費
矢部高校応援事業 810万円 矢部高魅力化コーディネート

業務委託料
社会体育事業 16万円 総合体育館検討委員会経費

災害復旧費 過年度公共土木施設災害復旧費 13億4,000万円 平成28年熊本地震に係る
復旧工事の今年度発注分

平成29年度一般会計補正予算
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梅田町長

問
　（
吉
川
）　
防
災
士

の
資
格
取
得
者
を
増
加

さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
。

答
　（
総
務
課
長
）
　防

災
士
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。今
後
は
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
な
が
ら
資
格
取
得

者
の
増
加
を
図
り
た
い
。

問
　（
吉
川
）　
山
都
塾

は
現
在
の
方
法
の
ま
ま

で
は
、取
り
組
み
が
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
。対

象
年
齢
の
絞
り
込
み
や
、

町
内
全
児
童
生
徒
に
効

果
を
及
ぼ
す
方
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
　（
学
校
教
育
課
長
）

　今
年
度
も
８
月
か
ら

７
回
程
度
予
定
し
て
い

る
。２
年
目
と
な
り
、方

向
性
を
模
索
中
だ
。地

元
講
師
を
中
心
に
講
座

を
開
設
し
、山
都
塾
を

核
と
し
て
全
地
域
に
取

り
組
み
を
波
及
さ
せ
て

い
き
た
い
。

問
　（
藤
澤
）　
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
の
内
容
は
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）

　福
岡
岩
田
屋
で
開
催

す
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等

の
経
費
や
、バ
イ
ヤ
ー
の

産
地
訪
問
ツ
ア
ー
の
企

画
、商
品
の
魅
力
ア
ッ
プ
、

岩
田
屋
で
取
り
扱
う
有

機
農
産
物
の
拡
充
な
ど

に
充
て
る
。

問
　（
藤
澤
）　
有
害

獣
処
理
加
工
施
設
関

連
の
土
地
購
入
費
用
は
、

進
入
路
の
部
分
か
。

答
　（
農
林
振
興
課
長
）

　工
事
中
は
、地
主
の

ご
厚
意
に
よ
り
進
入
路

と
し
て
使
用
し
て
い
た
。

施
設
の
完
成
後
は
町
で

購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　（
中
村
）　
ル
・
ポ

ン
の
今
後
の
利
用
に
つ

い
て
は
、家
賃
の
交
渉

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）

　昨
年
度
末
で
一
旦
そ

の
役
目
を
終
え
た
ル・
ポ

ン
だ
が
、今
後
は「
ま
ち
・

ひ
と
・
仕
事
セ
ン
タ
ー
」

『梅田町長の施政基本方針、3つのプロジェクト』

　これらの政策について、補正予算に現れたところは、山の都づくり事業での宅地分譲にかかる
建設設計費用100万円と、総合体育館建設へ向けた検討委員会の設置費用16万5千円です。農
業振興策に関しては、地震からの復興への予算執行が優先事項となっており、まだはっきりした予
算は読み取れません。町長は、急激な人口減少にブレーキをかけるために、良好な子育て環境を
整え、若者が住みたくなる町づくりを進めていきたいと述べました。
　予算審議や一般質問の中で、行政の長となっての3ヶ月を問われたり、予算配分についてどのよ
うな考えがあったのか等の問いに対し、まだ行政の全てを把握する時間が足りず、思うような予算
が作れなかったという町長の答弁でした。今後の町政の舵取りに期待したいところです。

①若者向け住宅建設

②総合体育館建設

③有機農業の推進

浜町仮庁舎跡地を分譲住宅地として計画

防災機能を併せ持つ体育館の建設

有機農業先進地として、生活できる農業と後継者育成を支援

補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ル・ポンの外観

平成29年度一般会計補正予算　Ｑ＆Ａ
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平成29年度一般会計補正予算　Ｑ＆Ａ

の
事
務
所
と
し
て
利
用

す
る
予
定
。町
が
借
り

受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、

家
賃
は
値
下
げ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

問
　（
中
村
）　
知
の
拠

点
事
業
の
内
容
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）

   

県
内
８
大
学
と
連
携

し
、調
査
研
究
や
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

活
用
等
進
め
て
い
く
。大

学
と
の
連
携
に
よ
り
町

民
や
役
場
職
員
の
レ
ベル

ア
ッ
プ
も
図
り
た
い
。

問
　（
藤
澤
）　
清
和
ふ

れ
あ
い
の
森（
清
和
文

楽
館
周
辺
）の
整
備
費

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、翁
橋
の
復
元
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　（
山
の
都
創
造
課
長
）

　住
民
の
要
望
が
強
い

翁
橋
を
元
の
吊
り
橋
に

復
元
す
る
に
は
３
千
万

程
の
予
算
が
必
要
だ
。

清
和
文
楽
の
周
辺
整
備

に
関
し
て
は
、駐
車
場

不
足
の
解
消
が
優
先
課

題
で
あ
る
。

問
　（
中
村
）　
不
妊

治
療
は
女
性
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
と
思
う
。助

成
制
度
の
内
容
は
。

答
　（
健
康
福
祉
課
長
）

　ご
指
摘
の
と
お
り
で

あ
る
。こ
の
制
度
は
性
別

を
問
わ
ず
利
用
で
き
る

も
の
で
、家
庭
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
あ
る
。

問
　（
工
藤
）　
住
民
の

要
望
が
高
い
道
路
改
良

や
道
路
新
設
の
予
算
が

昨
年
よ
り
大
幅
減
額
と

な
っ
た
。こ
の
理
由
は
。

答
　（
町
長
）
　災
害
か

ら
の
復
旧
復
興
が
最
重

要
で
あ
り
、工
事
業
者
の

確
保
が
厳
し
い
中
で
、予

算
を
縮
小
し
た
。

問
　（
赤
星
）　
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
の

報
告
は
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）

　現
在
４
名
が
活
動
中

で
あ
る
。活
動
日
誌
の
提

出
は
月
一
回
義
務
づ
け
て

い
る
。月
20
日
以
上
の
活

動
に
対
し
報
酬
を
支
払

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
　（
赤
星
）　
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
維
持

管
理
に
は
多
額
の
予
算

が
伴
う
。大
矢
野
原
演
習

場
の
し
尿
・
塵
芥
の
処
理

費
用
は
町
が
負
担
し
て
い

る
。毎
回
提
案
し
て
い
る

が
、今
後
も
防
衛
省
に
費

用
負
担
を
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　（
企
画
政
策
課
長
）

　内
部
協
議
を
し
、必

要
が
あ
れ
ば
国
に
も
要

望
し
て
い
き
た
い
。

問
　（
赤
星
）　
緑
の
少

年
団
の
設
置
小
学
校
は
。

ま
た
合
同
で
の
活
動
を

進
め
て
は
ど
う
か
と
思

う
が
。

答

　（山
の
都
創
造
課
長
）

　現
在
、中
島
・
御
岳
・

清
和
・
蘇
陽
の
４
小
学

校
で
活
動
中
で
あ
る
。今

後
、合
同
で
の
活
動
も

関
係
各
課
と
連
携
し
な

が
ら
考
え
た
い
。

問
　（
田
上
）　
町
長
の

６
月
補
正
予
算
に
か
け

た
意
気
込
み
は
。

答
　（
町
長
）
　具
体
的

な
金
額
を
上
げ
る
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
が
、３

つ
の
柱
を
目
標
に
プ
ロ

ジェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
は
大
き
い
と
思
っ

て
い
る
。今
後
は
こ
れ
に

沿
っ
て
町
政
を
進
め
た
い
。

問
　（
田
上
）　
有
機
農

業
を
推
し
進
め
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、そ
の
予
算
は
。

答
　（
町
長
）
　有
機
農

業
を
目
指
し
移
住
を
希

望
す
る
若
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、移
住
定
住
策

を
打
ち
出
し
た
。農
業

の
振
興
に
は
基
盤
整
備

が
不
可
欠
で
あ
り
、既
に

策
定
し
て
あ
る
10
カ
年

計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い

く
。

問
　（
後
藤
）　
道
路

維
持
費
の
３
千
万
円
は
、

す
ぐ
に
消
化
す
る
だ
ろ

う
。９
月
に
は
補
正
予

算
を
要
求
す
る
の
か
。

答
　（
建
設
課
長
）
　ま

ず
は
、災
害
復
旧
工
事

を
最
優
先
に
、工
事
業

者
と
常
に
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

復興基金で修復されるコミュニティ施設（椎屋稲荷）

町道管理の様子
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平成28年度山都町一般会計補正予算（第8号）

平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第1号）

平成２８年度山都町一般会計予算は、

平成２９年度山都町簡易水道特別会計予算は、

　当初予算と比較して約1.8倍の予算額となりました。昨年発生した熊本地震と豪雨災害による復旧費
用が大半を占めています。これらは、ほとんどを国からの補助金で賄うものですが、思うような特別交付
税の額でもなかったという説明があり、今後長きに渡って厳しい財政運営を強いられることが予想され
ます。
　しかしながら、社会インフラの整備や、健康福祉、教育、子育て環境整備など、住民生活に不可欠な
事業は待ったなしです。今後の財政運営について、議会も注意深く見ていきます。

　主な内容は、矢部地区、朝日地区、柏地区の簡易水道施設建設費用と、北中島下津留地区の水道
管埋設工事費用です。

22億4,315万4千円を減額し、総額を221億7,729万9千円としました。

4億5,274万7千円を増額し、総額を7億2,102万3千円としました。

「
不
調
・
不
落
を
考
え
る
」

　今
定
例
会
に
お
い
て
、度
々
出
て
き
た
言
葉
に「
不
調
・
不
落
」が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
災
害
復
旧
工
事
発
注
総
件
数
２
，３
８
５
件
の
う
ち
入
札
完
了
が

７
１
５
件
で
あ
り
、今
後
１
，７
８
０
件
が
入
札
に
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。町
は
年

度
内
の
入
札
完
了
を
目
指
し
た
い
と
の
答
弁
で
す
が
、災
害
の
大
き
さ
か
ら
、本
町

に
限
ら
ず
、県
内
全
域
で
工
事
業
者
が
不
足
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　昨
年
の
発
災
か
ら
３
年
を
か
け
て
復
旧
す
る
予
定
で
し
た
が
、既
に
１
年
が
経

ち
、後
２
年
で
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
の
か
不
安
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

「
不
調
」・・・
入
札
に
参
加
す
る
業
者
が
い
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
不
落
」・・・
発
注
予
定
価
格
以
下
の
応
札
が
な
く
、受
注
者
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
。

　
　

※

　時
に
は
入
札
の
棄
権
や
辞
退
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、一
社
の
み
の
参
加
で
落

札
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　山都町農業委員の定数の改定に伴
い新たに１９名の農業委員が選任され、
全員一致で同意しました。
農業委員　氏　名 地　区
坂本　和弘 男　　成
上田潤一郎 小　　笹
岩崎　栄一 新　　小
藤岡　正輝 万　　坂
藤原　徳門 島　　木
荒木　寿典 島　　木
山本　勝洋 下名連石
高橋富美代 御　　所
後藤　康喜 浜　　町
金井　満太 杉　　木
原田　　茂 井 無 田
門岡　和美 米　　生
渡邊　次利 木 原 谷
兼瀬　洋一 鶴 ケ 田
佐藤　幸代 高　　辻
工藤　民雄 上 差 尾
橋本　敬士 花　　上
田中千男喜 菅　　尾
中矢　保徳 馬 見 原

（敬称略）
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一　般　質　問条　例

　被
災
者
に
対
す
る
町
民
税
等
の
減
免
措
置
が
、平
成
29
年
９
月
30
日

ま
で
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　馬
見
原
公
民
館
・
大
ホ
ー
ル
の
使
用
料
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　馬
見
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル
使
用
料

２
，７
０
０
円
／
時
間

　

 

　１
，０
８
０
円
／
時
間

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
災
害
関
連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策

事
業
の
分
担
金
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

「
山
都
町
営
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
山
都
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
山
都
町
福
祉
サ
ー
ビ
ス
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
と
豪
雨
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
町
民
税
等

の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　平
成
28
年
熊
本
地
震
に
伴
い
発
生
し
た
が
け
崩
れ
に
対
す
る
事
業
の

施
行
に
伴
う
分
担
金
は
、分
担
金
徴
収
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、徴

収
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　蘇
陽
地
区
の「
花
上
体
育
館
」の
利
用
を
廃
止
し
ま
す
。

　以
前
か
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、地
震
に
よ
り
損
傷
が
激
し

く
な
り
、利
用
者
の
安
全
が
保
障
さ
れ
な
い
た
め
、利
用
を
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、同
地
区
に
は
橘
体
育
館
が
あ
り
、廃
止
に
よ
る
利
用
者
へ
の
負
担
は

な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　他
の
公
民
館
の
使
用
料
と
比
べ
高
額
な
こ
と
が
、大
ホ
ー
ル
利
用
の
促

進
の
支
障
と
な
り
、ま
た
、住
民
か
ら
減
額
の
要
望
も
高
か
っ
た
こ
と
か

ら
、他
の
施
設
と
同
等
な
使
用
料
へ
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
の
建
築
年
数
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、合
併
後
12
年
が
経
ち
、

町
内
の
公
共
施
設（
体
育
館
や
公
民
館
）の
使
用
料
は
均
一に
し
た
方
が
良

い
の
で
は
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

　介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、従
来

手
数
料
を
徴
収
し
て
い
た「
特
定
高
齢
者

向
け
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」が
予
防
事
業
に
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
１
回
に
付
き

３
０
０
円
支
払
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

を
廃
止
し
ま
し
た
。
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一　般　質　問

問 

初
の
試
み
と
し
て
、

政
策
審
議
会
が
開
か
れ

た
が
、そ
の
性
格
や
位
置

付
け
は
。

答 

（
町
長
）
　当
選
後

３
ヶ
月
が
経
っ
た
と
こ

ろ
だ
が
、今
後
の
政
策

を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ

て
、地
域
に
精
通
し
て
い

る
議
員
と
意
識
を
共
有

し
た
い
と
の
思
い
で
開

催
し
た
。今
後
も
適
宜

開
催
し
、課
題
を
共
有

す
る
こ
と
で
議
会
と
執

行
部
に
お
い
て
政
策
の

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

問 

同
和
問
題
で
は
、未

だ
部
落
差
別
は
根
深

い
。新
し
い
保
育
園
の
名

称
を
決
め
る
際
に
顕
著

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

同
和
保
育
所
が
な
ぜ
建

て
ら
れ
た
か
を
改
め
て

聞
く
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　昭
和
57
年
当
時
、部

落
の
生
活
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、子
ど

も
の
発
達
保
障
を
考
え
、

相
当
苦
労
し
た
末
、建

設
し
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

問 

ア
メ
リ
カ
が
パ
リ
協

定
か
ら
離
脱
し
、地
球

規
模
で
の
環
境
問
題
が

心
配
さ
れ
る
が
、足
下
か

ら
の
行
動
が
肝
心
だ
。町

の
取
り
組
み
は
。

答 

（
環
境
水
道
課
長
）

　主
な
事
業
と
し
て
、

合
併
浄
化
槽
設
置
の

推
進
や
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
置
へ
の
助
成
、河

川
の
水
質
検
査
や
一
斉

清
掃
活
動
の
啓
発
、環

境
学
習
の
啓
発
な
ど
。

今
年
度
は
国
に
よ
る
地

球
温
暖
化
対
策
の
法
律

に
従
い
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
計
画
を
策
定
し
実
践

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問 

災
害
復
旧
に
つ
い
て

は
、昨
年
度
の
繰
り
越

し
が
多
額
と
な
っ
て
い
る
。

業
者
不
足
が
深
刻
な
中
、

今
後
の
見
通
し
は
。今
後

２
年
で
完
了
す
る
の
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　現
在
発
注
し
て
い
る

３
６
０
件
の
う
ち
落

札
が
53
％
、残
り
は
不

調
と
な
っ
て
い
る
。今

後
の
発
注
件
数
が
１
，

４
０
０
件
を
超
え
て
い

る
の
で
、２
年
間
で
完
了

す
る
の
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

問 

私
有
地
の
小
規
模
な

災
害
に
つ
い
て
は
、見
舞

金
の
よ
う
な
助
成
は
あ

る
の
か
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　災
害
復
興
基
金
の

中
か
ら
宅
地
復
旧
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
。事
前
調

査
で
１
４
２
件
の
申
請

が
想
定
さ
れ
る
。予
算

成
立
後
に
本
申
請
の
受

付
を
開
始
す
る
。

問 

本
町
の
公
文
書
管
理

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

電
子
記
録
に
移
っ
て
い
く

の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　山

都
町
文
書
管
理
規
程
の

中
で
適
正
に
処
理
し
て

い
る
。電
子
化
に
つ
い
て

は
、保
管
ス
ペ
ー
ス
の
縮

小
や
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答　 執行部と議会が、町の課題を共有し政策論議を深める場としたい。
今後も適宜開催していく。

政策審議会の位置付けは。

中村　益行 議員

みらい保育園落成式で歌う子どもたち
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問 

今
後
の
町
政
へ
の
考

え
は
。

答 
（
町
長
）
　災
害
か
ら

の
復
興
が
最
優
先
課
題

で
あ
る
が
、移
住
定
住
対

策
の
強
化
、新
体
育
館

の
建
設
、有
機
農
業
を

中
心
と
し
た
町
づ
く
り

を
、こ
の
４
年
間
の
中
で

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問 

災
害
復
旧
工
事
の

入
札
の
不
調
、不
落
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

答 

（
総
務
課
長
）
　災

害
復
旧
工
事
の
総
数
は

２
，３
８
５
件
。そ
の
う

ち
入
札
を
完
了
し
た
も

の
が
７
１
５
件
で
あ
り
、

全
体
の
30
％
に
当
た
る
。

７
１
５
件
の
う
ち
、不

調
不
落
に
な
っ
た
も
の

が
１
５
７
件
で
あ
っ
た
。

今
後
の
対
応
策
と
し
て

は
、業
者
の
受
注
要
件
の

緩
和
や
、地
域
外
の
業
者

が
入
札
に
参
加
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

問 

農
家
自
ら
が
作
業
に

当
た
る
自
力
復
旧
作
業

だ
が
、そ
の
経
費
も
対
象

と
な
る
の
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　農
家
自
身
の
作
業
日

当
、機
械
リ
ー
ス
料
、オ
ペ

レ
ー
タ
ー
賃
金
、工
事
に

関
す
る
材
料
費
等
も
事

業
の
対
象
と
な
る
。

問 
災
害
復
旧
関
連
予

算
の
財
政
負
担
は
ど
の

程
度
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　様
々

な
条
件
を
勘
案
し
て
試

算
し
た
と
こ
ろ
、約
１０
億

円
が
本
町
の
財
政
負
担

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

財
政
が
困
窮
し
、住

民
生
活
に
不
便
を
来
た

す
心
配
は
な
い
か
。

答 （
総
務
課
長
）
　確
か

に
厳
し
い
財
政
運
営
だ

が
、住
民
の
生
活
に
要
望

の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
は
、災
害
復
旧
と
両

立
さ
せ
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
考
え
だ
。

問 

体
育
館
建
設
に
関
し

て
は
、第
２
次
総
合
計

画
の
中
に
あ
る
。改
め
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

組
ん
だ
意
図
は
。

答 

（
副
町
長
）
　体
育

館
建
設
は
生
涯
学
習
課

の
担
当
と
な
っ
て
い
る

が
、町
の
重
要
な
政
策

で
あ
り
各
課
を
横
断
す

る
性
質
の
も
の
に
つ
い
て

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
場
を
若
手
職
員

の
能
力
開
発
に
も
役
立

て
た
い
。

問 

体
育
館
建
設
に
は
公

共
施
設
建
設
基
金
を
充

て
る
こ
と
に
な
る
が
、防

災
機
能
を
備
え
た
も
の

に
な
れ
ば
、予
算
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　通

常
、大
型
施
設
の
建
設

の
場
合
、基
金
が
半
分

く
ら
い
に
積
み
上
が
る

と
こ
ろ
が
目
安
だ
が
、半

分
で
な
け
れ
ば
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。

問 

若
者
向
け
住
宅
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
は
。

答 

（
副
町
長
）
　現
在
の

方
向
性
は
、宅
地
を
分
譲

す
る
こ
と
に
よ
り
、町
の

費
用
負
担
も
少
な
く
な

り
、建
築
主
の
思
う
よ
う

な
家
が
建
つ
と
考
え
る
。

問 

本
町
の
有
機
農
業
の

農
家
戸
数
と
売
り
上
げ

は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　個
人
が
１
０
３
名
、

そ
れ
ら
を
含
む
団
体
が

６
団
体
あ
る
。個
別
の

生
産
量
や
販
売
高
は
把

握
し
て
い
な
い
。

一　般　質　問

藤原　秀幸 議員

答　 業者の受注要件の緩和や、地域外の業者に対しても入札参加
を働きかけていく。

災害復旧工事の入札の不調、不落に
ついての対応は。

仮復旧の用水路
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問 

公
共
施
設
災
害
、農

地
関
係
災
害
の
復
旧
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　地

震
豪
雨
災
害
の
被
害
件

数
は
５
３
３
件
、査
定

額
は
33
億
円
で
あ
る
。５

月
末
現
在
で
契
約
完
了

が
56
％
、工
事
完
了
が

20
％
程
度
で
あ
る
。今
後

は
業
者
や
資
材
不
足
が

想
定
さ
れ
る
の
で
、国
と

も
協
議
し
な
が
ら
、遅
れ

の
出
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　被
害
件
数
は
１
，

７
９
１
件
で
あ
っ
た
。矢

部
地
区
に
約
90
％
の
被

害
が
集
中
し
て
い
る
。今

後
の
業
者
獲
得
に
関
し

て
は
、公
共
災
と
同
様

の
課
題
が
あ
る
。

問 

農
災
は
、少
額
な
た

め
、契
約
に
至
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

工
事
件
数
を
ま
と
め
て

大
き
な
契
約
に
す
る
方

が
契
約
し
や
す
く
な
る

の
で
は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　工
夫
あ
る
発
注
計
画

が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

問 

遠
方
か
ら
の
業
者
に

は
、宿
泊
料
も
上
乗
せ
す

る
必
要
が
な
い
か
。

答 

（
建
設
課
長
）
　既

に
建
設
課
で
は
、遠
方

の
業
者
に
対
し
宿
泊
費

や
交
通
費
も
経
費
と
し

て
積
算
し
て
い
る
。

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ

い
て
は
以
前
も
質
問
し

た
が
、そ
の
後
公
民
館
等

へ
の
設
置
は
進
ん
だ
の

か
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　質
問
の
あ
っ
た
25
年

当
時
は
60
カ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
、現
在
は
79
カ

所
と
な
っ
て
い
る
。民
間

で
設
置
し
て
い
る
箇
所

は
把
握
し
て
い
な
い
。

問 

高
齢
化
も
進
み
、周

辺
地
域
に
お
い
て
は
救

急
車
の
到
着
に
も
時
間

が
か
か
る
。も
っ
と
設
置

を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　Ａ
Ｅ
Ｄ
は
本
体
価
格

が
25
万
円
程
度
。定
期

的
な
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換

も
必
要
で
、財
政
的
に

は
厳
し
い
。役
場
に
貸
し

出
し
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
あ

る
の
で
、必
要
に
応
じ
利

用
し
て
頂
き
た
い
。

問 

文
化
交
流
施
設
に
つ

い
て
は
、地
元
商
店
街
の

要
望
が
あ
り
、地
域
の

発
展
に
活
用
し
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。地
元
商
店

街
は
、今
後
の
活
用
に
つ

い
て
、ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　当
時
、商
工
会
、観
光

協
会
の
連
名
で
要
望
書

が
出
た
わ
け
で
あ
り
、通

算
２
億
円
の
投
資
を
し

た
経
緯
か
ら
も
、し
っ
か

り
活
用
し
て
頂
く
こ
と

は
常
々
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
　

問 

人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、商
店
街
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

（
副
町
長
）
　人
口

増
加
策
と
し
て
は
、子

育
て
支
援
策
も
大
切
だ

が
即
効
性
の
あ
る
も
の

で
は
な
い
。観
光
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
図
り
、交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

へ
の
努
力
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

一　般　質　問

答　 現在、公共施設等に79カ所設置している。貸出し用AEDもあるので
利用して頂きたい。

町民の命を守るためにAEDの設置を
進めてもらいたい。

田上　聖 議員

貸し出し用AED
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問 

町
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、町
の
単
独
予

算
だ
が
、ず
い
ぶ
ん
待
た

さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

町
道
維
持
へ
の
認
識
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　財

源
に
は
限
り
が
あ
る
の

で
、支
所
と
も
相
談
し

な
が
ら
優
先
順
位
を
つ

け
て
や
っ
て
い
く
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

有
害
獣
処
理
加
工

施
設
の
完
成
が
遅
れ
た

理
由
と
、運
営
に
関
し
て

の
説
明
を
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　昨
年
の
熊
本
地
震
の

影
響
で
、熊
本
県
の
交

付
決
定
が
遅
れ
た
こ
と

が
理
由
だ
。運
営
は
公

設
民
営
の
方
針
で
あ
る
。

問 

加
工
す
る
個
体
の
処

理
能
力
は
。夏
場
の
イ
ノ

シ
シ
は
加
工
に
適
さ
な

い
と
思
う
が
、そ
の
間
の

対
策
は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　処
理
能
力
は
一
日
５

頭
、年
間
２
０
０
日
の

稼
働
と
予
測
し
て
い
る
。

有
害
獣
の
捕
獲
は
10
月

か
ら
３
月
が
ピ
ー
ク
で

あ
る
。夏
場
は
、冬
場
に

処
理
し
た
も
の
を
加
工

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

問 

狩
猟
者
は
捕
獲
補

助
金
を
受
け
取
る
が
、加

工
施
設
に
搬
入
さ
れ
る

個
体
に
対
し
て
も
代
金

を
支
払
う
の
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　そ
う
い
う
こ
と
だ
。良

質
な
原
料
を
持
ち
込
ん

で
頂
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問 

販
路
の
見
通
し
は
。

答 

（
町
長
）
　こ
の
事
業

に
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

入
っ
て
お
り
、販
路
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

る
。運
用
開
始
か
ら
２
、

３
年
は
赤
字
覚
悟
の
事

業
で
あ
る
が
、経
営
に
つ

い
て
は
十
分
に
検
討
し

て
い
く
。

問 

矢
部
・
清
和
・
蘇
陽

の
各
支
部
体
制
で
動
い

て
い
る
社
協
を
一
本
化

し
、地
域
の
支
え
合
い
を

強
化
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。高
齢
者
の
困
窮
が

目
立
っ
て
き
た
。町
長
の

認
識
は
。

答 （
町
長
）
　社
協
の
働

き
は
、地
域
の
中
で
支
え

合
う
福
祉
事
業
が
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。若
者

住
宅
と
同
様
に
高
齢
者

住
宅
の
問
題
も
大
き
な

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

問 

高
齢
者
の
孤
独
死
な

ど
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も

食
事
や
介
護
の
補
助
が

で
き
る
協
同
住
宅
の
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　大
久
保
の
高
齢
者
住

宅
は
、社
協
に
委
託
し
て

あ
り
大
変
好
評
で
あ
る
。

今
後
、他
の
地
区
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、第
７
期

の
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い

き
た
い
。

問 

文
化
交
流
施
設
に
つ

い
て
は
、ま
だ
賑
わ
い
や

活
用
が
見
ら
れ
な
い
。今

後
の
方
向
性
は
。

答 

（
町
長
）
　商
工
会

や
観
光
協
会
か
ら
の
要

望
で
建
設
し
た
建
物
で

あ
る
。常
設
の
展
示
で
は

限
り
が
あ
る
。イ
ベ
ン
ト

等
を
仕
掛
け
、無
駄
な

建
設
物
に
な
ら
な
い
よ

う
知
恵
を
出
し
合
い
た

い
。

後藤　壽廣 議員

一　般　質　問

米生に建設中の加工処理施設

答　 1日当たり5頭、年間200日の稼働で、年間1,000頭を目指している。

有害獣処理加工施設で処理できる
個体数は。
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一　般　質　問

問 

町
長
就
任
か
ら
３
ヶ

月
が
経
ち
、職
員
と
の
関

係
性
は
構
築
さ
れ
た
か
。

答 （
町
長
）
　職
員
に
対

し
て
は
、第
２
次
総
合

計
画
を
熟
読
熟
知
し
て

町
づ
く
り
に
参
画
し
て

欲
し
い
と
伝
え
た
。ま
た

職
員
組
合
と
も
話
し
合

い
を
持
ち
、意
思
の
疎

通
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問 

町
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
以
下
コ
ン
サ
ル
）に
委

託
し
て
い
る
事
業
の
数

や
金
額
は
。

答 

（
総
務
課
長
）
　コ
ン

サ
ル
に
委
託
す
る
事
業

の
最
も
大
き
な
も
の
は

建
設
工
事
に
係
る
も
の

で
あ
る
。工
事
以
外
の
専

門
知
識
を
要
す
る
コ
ン

サ
ル
業
務
は
、昨
年
度

５
業
務
、８
４
０
万
円
。

今
年
度
は
14
事
業
、５
，

３
０
０
万
円
程
度
で
あ

る
。国
が
推
進
し
て
い
る

地
方
創
生
事
業
や
、地

球
温
暖
化
事
業
に
関
す

る
も
の
が
主
な
も
の
。常

に
指
摘
を
受
け
る「
コ
ン

サ
ル
丸
投
げ
」で
は
な
く
、

事
務
処
理
の
効
率
化
や

高
度
化
、財
源
の
有
効

活
用
等
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

問 
事
業
内
容
の
精
査
は

誰
が
す
る
の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　発

注
し
た
各
課
の
課
長
が
、

契
約
書
や
仕
様
書
に
基

づ
い
て
検
査
し
確
認
を

し
て
い
る
。

問 

自
治
振
興
区
へ
の
助

成
金
の
う
ち
女
性
部
の

活
動
に
対
し
て
は
一
律

３
万
円
の
活
動
費
が
給

付
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

女
性
部
の
活
動
が
な
い

振
興
区
も
あ
り
、情
報

が
不
足
し
て
い
る
。も
っ

と
発
信
す
る
べ
き
で
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　女
性
の
活
躍
な
く
し

て
は
、町
は
成
り
立
た
な

い
と
考
え
る
。振
興
区
の

女
性
部
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
場
所
で
女
性

が
活
躍
で
き
る
場
を
作

る
こ
と
が
行
政
の
役
目

だ
。

問 

男
女
共
同
参
画
計

画
書
に
掲
げ
て
い
る
数

値
目
標（
区
長
や
環
境

推
進
員
な
ど
16
項
目
）

の
達
成
度
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　同
計
画
書
は
今
後
５

年
間
の
も
の
で
あ
り
、目

標
年
度
の
平
成
32
年
度

ま
で
に
、関
係
各
機
関
と

連
携
し
努
力
し
て
い
く
。

問 
九
州
の
ヘ
ソ
に
位
置

す
る
本
町
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答 （
町
長
）
　具
体
的
イ

メ
ー
ジ
は
ま
だ
な
い
。今

回
の
災
害
を
経
験
し
て
、

今
後
の
防
災
拠
点
と
し

て
本
町
へ
の
期
待
は
大

き
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
問 

防
災
は
も
ち
ろ
ん
、

医
療
の
拠
点
と
な
る
こ

と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。

災
害
後
、阿
蘇
の
復
旧

が
遅
れ
て
い
る
中
で
、そ

よ
う
病
院
に
は
、高
森
や

南
阿
蘇
か
ら
の
受
診
者

が
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

子
育
て
世
代
に
大
切
な

産
婦
人
科
も
広
範
囲
で

設
置
が
な
い
。今
後
広
域

連
携
で
の
設
置
を
検
討

し
て
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　全
国
的
に
も
産
婦
人

科
の
医
師
が
不
足
し
て

い
る
現
実
は
あ
る
が
、出

産
さ
れ
る
方
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
議
論
を
深

め
た
い
。

吉川　美加 議員

子育て支援センターで遊ぶ母子

答　 産婦人科の設置は以前からの課題だ。出産される方の意見も
聞きながら議論を深めたい。

子育てに不可欠な産婦人科の設置
を広域で考えては。
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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※詳しい日程等については、議会事務局までお問い
合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

9月の予定です。
傍聴にお越しください。

編

後
集

記

　
昨
年
の
地
震
豪
雨
災
害
と
比
べ

れ
ば
今
年
は
５
、６
月
と
連
日
の

晴
天
。
天
候
の
変
化
に
戸
惑
い
を

覚
え
ま
す
。
自
然
と
向
き
合
っ
て

暮
ら
す
し
か
な
い
私
達
で
す
が
、

自
然
に
対
し
溶
け
込
む
よ
う
な
生

活
が
で
き
な
い
も
の
か
考
え
る

日
々
で
す
。

　
山
都
町
の
限
ら
れ
た
予
算
は
、

自
然
の
猛
威
の
前
に
壊
さ
れ
た
も

の
か
ら
の
復
旧
に
多
く
を
割
か
れ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
復
旧
が

終
わ
り
、
未
来
の
た
め
に
使
え
る

予
算
と
な
る
よ
う
願
い
ま
す
。

　
町
に
は
新
鮮
な
感
覚
で
町
民

に
夢
と
希
望
を
与
え
う
る
リ
ー

ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
議
会
も

１
０
０
年
先
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

議
論
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い

も
の
で
す
。

（
飯
星
　
幹
治
）

「住みたくなる町づくりの鍵は、住民との意識（危機感！）の共有にあり」
山都町議会研修報告　平成29年7月5日～7月6日

研修先　千葉県睦沢町　千葉県市原市

　本町議会は、若者の定住対策、交通空白地帯対策、有害獣対策、ジビエ料理の研究開発につい
て学ぶため、次のとおり先進地視察研修を行いました。どの町も抱える共通の課題を知り、学び、意
見交換することで今後の町政への提言に反映させていきます。

①「むつざわ　スマートウェルネスタウン構想」
　睦沢町では人口減少に歯止めをかけるために、若者向けの住宅政策
を推進しています。若者が定住しやすい環境を作り出すために、宅地分
譲、賃貸住宅建設、リフォームの補助など、数々のプランを準備し町が補助
しています。ゆくゆくは宅地を購入してもらう方向で考えており、税金を投
入するだけでなく、収入に繋がる仕組みに町の定住に対する意気込みが
感じられました。

②「市原市　交通空白地帯の不便解消に向けて」
　市原市は人口30万人の大きい都市ですが、湾岸部の人口が多い部
分と、内陸部の人口減少地帯を併せ持っています。そこで、町と民間交
通会社と地元町会の連携による、コミュニティバスの運行と、デマンドタク
シーの運行を5つの地区で開始しました。それぞれ週に2～3回の運行ですが、今後実績と要望が重なれ
ばサービスが拡大する可能性があります。利用が少なければ地域町会の負担が増える仕組みですので、
お互いに危機感を共有しながら利用率を上げていく方向です。

③「市原市　有害獣対策とジビエ開発」
　市原市では年間3,000頭のイノシシを捕獲しています。頭数減少に向けた対策としては、狩猟免許取得
に関係する費用は全額町負担、また箱ワナの購入は費用の2分の1を補助しています。捕獲に対する交付
金は成獣8,000円、幼獣1,000円ということで、本町の方が手厚いかと感じました。集落ぐるみで防護を目指
すため集落点検を実施し、集落環境診断の結果を地域に回覧して課題を共有しています。みんなの目で見
て、課題解決に向かう姿勢は効果的だと感じました。また、県内の処理加工施設と連携しながら、市の飲食
業協会に料理の開発を委託し、イノシシ肉を「ワイルドポーク」と銘打って、様 な々料理を提供しています。
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▲睦沢町の賃貸住宅地、おしゃれ
な住宅が並ぶ「リバーサイドタウン」
を視察する。


